








1 はじめに 

 大曲保健所管内は、昭和 60年度から、これまでの大曲保健所(1 市 7 町 2 村、入口 119,353

人)と旧角館保健所(3 町 1 村、人口 51,278 人)を支所として合流し、14市町村を管轄する

R3 型の保健所である。 

 管内の乳幼児健康診査(以下健診)協力医は28名であり、この中で小児科医は7名である。

また、保健婦は市町村に 59 名、保健所 15 名となっている。 

 この現状の中で、健診が市町村中心となった場合の事前の対策として、保健所と市日村

の目的、機能のあり方を検討し、連けいシステムの円滑を計る方途を得ると共に、健診医

の意志統一及び保健婦の技術向上が急務と考え、保健所の立場から次の如く 3か年計画を

たてた。 

 初年度としては、A)これまでの大曲保健所管内市町村の対応の中から、表題に開運する

事項をのべあわせて B)今年度計画の実施状況について報告する。 


